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（
登
録
の
取
消
し
の
通
知
等
）

第
二
十
五
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
を
取
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
理
由
を
付
し
、
そ

の
旨
を
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
又
は
名
称
の
使
用
を
停
止
さ
れ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
前
項
の
通
知
を
受

け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
登
録
証
を
経
済
産
業
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
へ
の
通
知
）

第
二
十
六
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
機
構
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
情
報

処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
を
取
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
名
称
の
使
用
の

停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
簿
の
登
録
の
訂
正
等
）

第
二
十
七
条

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
二
十
条
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
第
二
十
三
条
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
第

二
十
四
条
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
を
取

消
し
、
若
し
く
は
期
間
を
定
め
て
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
は
、
登
録

簿
の
当
該
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
に
関
す
る
登
録
を
訂
正
し
、
若
し
く
は
消
除
し
、
又
は
当
該
情
報
処
理
安

全
確
保
支
援
士
の
名
称
の
使
用
の
停
止
を
し
た
旨
を
登
録
簿
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
の
訂
正
若

し
く
は
消
除
又
は
名
称
の
使
用
の
停
止
の
年
月
日
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
事
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
二
十
八
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
一
条
第
二
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
事
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二

登
録
事
務
を
行
う
場
所
に
関
す
る
事
項

三

登
録
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

四

手
数
料
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五

登
録
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

六

登
録
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
並
び
に
登
録
簿
の
保
存
に
関
す
る
事
項

七

講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
項

八

そ
の
他
登
録
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
二
十
九
条

機
構
は
、
登
録
事
務
を
実
施
し
た
と
き
は
、
各
月
に
お
け
る
登
録
の
件
数
、
登
録
事
項
の
変
更
の
届

出
の
件
数
、
登
録
の
消
除
の
件
数
、
登
録
証
の
訂
正
及
び
再
交
付
の
件
数
並
び
に
各
月
の
末
日
に
お
い
て
登
録
を

受
け
て
い
る
者
の
人
数
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、登
録
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
状
況
の
報
告
）

第
三
十
条

機
構
は
、
登
録
事
務
を
実
施
し
た
と
き
は
、
事
業
年
度
の
半
期
ご
と
に
、当
該
半
期
経
過
後
遅
滞
な
く
、

当
該
半
期
に
お
け
る
登
録
の
件
数
、
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
の
件
数
、
登
録
の
消
除
の
件
数
、
登
録
証
の
訂
正

及
び
再
交
付
の
件
数
並
び
に
当
該
半
期
の
末
日
に
お
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
者
の
人
数
を
記
載
し
た
登
録
状
況

報
告
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
虚
偽
登
録
者
等
の
報
告
）

第
三
十
一
条

機
構
は
、
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
が
虚
偽
又
は
不
正
の
事

実
に
基
づ
い
て
登
録
を
受
け
た
と
思
料
す
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
経
済

産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
に
係
る
登
録
事
項

二

虚
偽
又
は
不
正
の
事
実

（
規
定
の
適
用
）

第
三
十
二
条

機
構
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、

第
二
十
三
条
（
同
条
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
は
除
く
。）、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
二
十
七

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
経
済
産
業
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
」
と
、
第
十
七
条

第
二
項
中
「
機
構
か
ら
第
三
十
六
条
の
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り

講
習
の
課
程
が
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
交
付
し
た
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ

り
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
が
」
と
、「
停
止
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
停
止

が
あ
っ
た
」
と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
三
条

第
五
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
機
構
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
援
士
試
験
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
事
務
」
と
、「
支
援
士

試
験
事
務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
事
務
規
程
」
と
、
第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
試
験
事
務
規
程
」
と

あ
る
の
は
「
登
録
事
務
規
程
」
と
、「
法
第
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
一
条
第
一
項
」
と
、「
支
援
士
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
の
実
施
に

関
す
る
事
務
（
以
下
「
登
録
事
務
」
と
い
う
。）の
実
施
に
関
す
る
規
程
」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及

び
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
、
書
類
及
び
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
登
録
簿
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
講
習
）

第
三
十
四
条

法
第
二
十
六
条
に
基
づ
き
機
構
の
行
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
講
習
（
以
下
単
に
「
講

習
」
と
い
う
。）を
受
講
す
る
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
一
条
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
登
録
事
務
規
程
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
修
了
証
）

第
三
十
五
条

機
構
は
、
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
講
習
修
了
証
を
交
付
す
る
。

（
講
習
の
実
施
結
果
の
報
告
）

第
三
十
六
条

機
構
は
、
事
業
年
度
の
半
期
ご
と
に
、
当
該
半
期
経
過
後
遅
滞
な
く
、講
習
を
修
了
し
た
者
の
氏
名
、

情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
の
登
録
番
号
及
び
修
了
し
た
講
習
の
修
了
年
月
日
を
記
載
し
た
報
告
書
を
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

情
報
処
理
技
術
者
試
験

（
試
験
の
区
分
等
）

第
三
十
七
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
以
下
「
技
術
者
試
験
」
と
い
う
。）の
区
分
、
科

目
並
び
に
対
象
と
な
る
知
識
及
び
技
能
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

２

技
術
者
試
験
は
、
筆
記
試
験
又
は
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
使
用
し
て
行
う
試
験
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

（
試
験
の
免
除
等
）

第
三
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

掲
げ
る
試
験
を
免
除
す
る
。

一

支
援
士
試
験
に
合
格
し
た
者
（
当
該
試
験
に
係
る
第
八
条
第
二
項
の
公
示
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

高
度
試
験
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
に
関
す
る
共
通
的
知
識
に
つ
い
て
行

う
試
験

二

支
援
士
試
験
を
受
験
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
試
験
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
に
関
す
る
共
通
的

知
識
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
達
す
る
成
績
を
得
た
者
（
当
該
試
験
に
係
る
第
八
条
第
二
項

の
公
示
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
高
度
試
験
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る

業
務
に
関
す
る
共
通
的
知
識
に
つ
い
て
行
う
試
験

三

応
用
情
報
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た
者
（
当
該
試
験
に
係
る
第
四
十
一
条
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
八
条

第
二
項
の
公
示
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
高
度
試
験
を
受
け
る
場
合
に
限
る
。）
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

に
係
る
業
務
に
関
す
る
共
通
的
知
識
に
つ
い
て
行
う
試
験
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